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ANSI X3.182-1990 規格パラメータについて 

 
スキャン反射プロファイル 

①エレメント判定/エッジ判定[Element/Edge]  

このパラメータのグレードは、A または Fで表されます。 

エレメント判定とは、スキャン反射プロファイル上でバー部とスペース部とを区分させることをいい、それには下

記の式に従いグローバルしきい値（Global Threshold）を求め、求めたＧＴ値より上の領域をスペース部、ＧＴ値

より下の領域をバー部とする。 

Ｒｍａｘは、スキャン反射プロファイル上の最大反射率値をいい、Ｒｍｉｎはその最小反射率値をいう。 

 

 

エレメントのエッジ判定とは、スキャン反射プロファイル上で隣り合うバーとスペースの各最小反射率値（Ｒｂ）と各

最大反射率値（Ｒｓ）の中間値をもってそのエレメントのエッジと判定する。 

                        エレメントエッジ＝(Rs+Rb)/2 

グローバルしきい値は、エレメントの判定を行いバーとスペースに区分させる。判定された各エレメントのエッジは、

復号や各バー・スペース幅の算出にあたり使用される。。 

隣合うエレメント間のエッジが二つ以上あることはありえない。バーコードをデコードした時、そのエッジ数は、コー

ド内のバーとスペースの数（クワイエットゾーン・キャラクタ間ギャップを除く）と同じでなければなりません。 

② 復号[Decode] 

このパラメータのグレードは、A または Fで表されます。 
 

GT=( Rmax-Rmin)/2+ Rmin 
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各バー・スペースのエレメントエッジをもとに各シンボル固有の数学的方式（アルゴリズム）に従って演算され、 

バーコードのキャラクタをエンコードします。そして、復号のためには以下条件を満たす必要があります。 

１） 全てのキャラクタが有効であること。 

２） スタート・ストップキャラクタが正しいこと。 

３） チェックキャラクタが付加されている場合、チェックキャラクタが正しいこと。 

４） クワイエットゾーンが正しくあること。 

５） インターキャラクタギャップ（コード３９、コーダバーの場合）が正しくあること。 

６） キャラクタ数の指定がある場合に、キャラクタ数が正しくあること。 

もしこの方式に従ってバーコードがデコードが出来ない場合は、そのバーやスペースの幅の精度が悪いためや、チェ

ックデジット、レシオ、キャラクタ間ギャップ、キャラクタタイプのいずれかに誤りがある場合に考えられます。 

悪いフォ-マットの例：  

   ｲﾝﾀｰキャラクタ間ギャップﾟがコーダバー又はコード 39 に対して大きすぎる。 

   HIBC シンボルで”+”キャラクタがない。 

   AIAG B-4 シンボルに”+”キャラクタが含まれている。 

③デコーダビリティ（復号容易度）[Decodability] 

このバラメータグレードは、A, B, C, D, Fで表されます。 

バーコードシンボルをスキャンした場合に、各エレメントの太り、細り加減（各エレメント設計値との 

誤差）によって適正な太細比（レシオ）が、とれずそれが原因で読み取り率の低下を招く場合があります。この被読

み取り能力をグレード別けしています。デコーダビリティは、各キャラクター毎に計算されぞれの結果の最少値を最

終的にシンボル全体のデコーダビリティとします。 

ちなみに、デコーダビリティグレードは、シンボル内で最も大きく規格から外れたエレメント幅のエラーの値を表します。           

デコーダビリティ[Decodability]等級 

 

 

 

 

 

 

デコーダビリティの計算式例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注尚、シンボル全体のデコーダビリティは。各キャラクタ毎のデコダビリティの最小値を採用しグレード付けされる。 

デコーダビリティ値          等級（ｸﾞﾚｰﾄﾞ） 
      ≧0.62            A      [秀] 
     ≧0.50            B      [優] 
     ≧0.37            C      [良] 
     ≧0.25            D      [可] 
     <0.25            F[Fail]   [不可] 

Ｃｏｄｅ ３９／ＩＴＦの場合(各キャラクタ毎に計算) 

 Ｃｏｄｅ３９シンボル太細エレメントしきい値[RT]=キャラクタ幅×0.125 

 Ｉ ２Of５シンボル太細エレメントしきい値[RT]=キャラクタ幅×0.109375 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

細エレメントデコーダビリティ計算式 

[V1]=（RT-e）/(RT-Z) 

太エレメントデコーダビリティ計算式 

[V2]=（E-RT）/(N＊Z-RT) 

Z=平均値エレメント幅[実測値] 
=(平均細バー幅+平均値スペース幅)/２] 
N=太細エレメント比[レシオ] 
=(平均太バー幅+平均太スペース幅)/２Z] 
RT[Reference Threshold]＝太細エレメントしきい値 

0           細エレメント                            太エレメント 

    
       (RT-Z)                            (N＊Z-RT)    

 
 
Z 平均値エレメント幅(実測値)                                            N×Z 

e  最大細エレメント幅              E  最小太エレメント幅 
                         太細エレメントしきい値 RT 

（RT－e） （E―RT） 
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④ 最小反射率[Reference Minimum] 

このパラメータグレードは、Aまたは Fで表されます。 

 

バーコードシンボルをスキャンした場合の、スキャンプロファイル上(クワイエットゾーンを含む)でのシンボルの最小

反射率(Ｒｍｉｎ)をいい、最大反射率(Ｒｍａｘ)の 50％以下であればＡグレード、５０％を超えた場合はＦグレードを

示す。 

最小反射率(Rmin) 
<=50%Rmaxの場合は、A グレード 
>50%Rmaxの場合は、Fグレード 

⑤ シンボルコントラスト[Symbol Contrast] 

このパラメータグレードは,A, B, C, D, F で表されます 

バーコードシンボルをスキャンした場合の、スキャンプロファイル上(ｸﾜｲｴｯﾄｿﾞｰﾝを含む)での最大反射率と最小

反射率との差をシンボルコントラストといいます。 

SC=Rmax-Rmin 
因みに、シンボルコントラストとはシンボル内の“最も明るい”スペース部と“最も暗い”バー部の反射率の差を表し、

その差が大きくなればなるほどグレードは高くなります。 

⑥ 最小エッジコントラスト[ECmin] 

このパラメータグレードは、A又は Fで表されます。 

バーコードシンボルをスキャンした場合の、スキャンプロファイル上でのスペース部の反射率Ｒｓとそれに隣接するバ

ー部の反射率Ｒｂとの差異ＥＣ(エッジコントラスト)の最小値をいい、ＥＣが 15％以上であればＡグレード、15％未

満の場合はＦグレードを示します。 

 

EC=Rs-Rb >=15%の場合は、A グレード 
<15%の場合は、F グレード 

⑦ モジュレーション（変位幅） [Modulation] 

このバラメータグレードは、A, B, C, D, Fで表されます。 

モジュレーションとは、シンボルコントラスト S C 値にしめる最少エッジコントラスト E C m I n 

値の比率をさします。理想的には、エッジコントラストは、シンボルコントラストと等しくならなけらば 

なりませんが、測定スキャナの開口径選択を誤ったりした場合、開口径がエレメントサイズに近つくと、受け取るシ

グナルの振幅が小さくなり、それゆえエッジコントラストも減少します。最少エッジコントラストとシンボルコントラスト

の差が大きくなればなるほど、グレードは小さくなります。 

MOD=ECmin/SC 
この測定スキャナの推奨開口径の選択は、このパラメータに大きく影響します。 
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測定スキャナの推奨開口径 

Ｘエレメント幅 (X)  m m 開口径mm 1/1000inch(mil)
0.102≦ X <0.178  0.076mm 3mil 
0.178≦ X <0.330  0.127mm 5mil 
0.330≦ X <0.635  0.254mm 10mil 
0.635≦ X 0.508mm 20mil 

＊ 注記 

但し、この測定スキャナの推奨開口径は、ユーザー用途で別途その使用開口径の指定がない場合に指針として利用 

されます。例えば、EAN/UPC シンボルでは EAN/UCC によって開口径 6mil が推奨されています。 

⑧ 欠陥（ポイド/ スポット）[Defects] 

このパラメータグレードは,A, B, C, D, F で表されます 

ディフェクトとは、バーコードシンボルをスキャンした場合にボイドやスポットに因ってきた、スキャンプロファイル上で

の各エレメント内反射率のバラツキ最大値〔ERN max〕（クワイエットゾーンを含む）とシンボルコントラスト SC 値と

の比率をいいます。             Defects=ERN max/SC 
例えば、スペース内の黒い点は、そのスペースの反射値を低くさせてしまい、低き反射値が更に低くなれば、それを

バーと勘違いすることも起こり得ます。このような状態は、解読不可や解読エラーを発生する原因となります。 

ディフェクトグレードは、シンボル内の最大ディフェクトとシンボルコントラストの関係によって決められます。ディフェ

クトが小さくなればなるほど良いグレードが与えられます。モジュレーションと同様、スキャナの開口径はこのグレード

に大きく影響します。通常、非常に低密度に印刷されたエレメントを測定するのに小さい開口径を使用した場合、

ディフェクトが起こり易くそれゆえ、適正な開口径を選択する必要があります。 

シンボル総合グレード〔Over All Symbol Grade〕 

シングルスキャンの場合は、パラメータの最低グレードがそのシンボル総合グレードとなります。 

また、複数回スキャンの場合（正確な検証結果を得るには、10 回スキャンが望ましい）のシンボル総合グレード最

終グレードは、各シングルスキャンのシンボル総合グレードのポイント値の平均となります。また、各パラメータの最

終グレードは、各回の各グレードポイント値の平均となります。いずれも、算出したポイント値はシンボル等級変換表

にてグレード化（ポイント値小数点第一位を四捨五入）されます。 

反射パラメータ等級＆ポイント値一覧表〔Reflectance Parameter Grades〕 

Grade〔等級〕P ① Rmin ② SC ③ ECmin ④ MOD Defects⑤  
≧15% ≧0.70 ≦0.15 

 ≧0.20 ≦0.20 
 ≧0.50 ≦0.25 
 ≧0.40 ≦0.30 

A〔秀〕ポイント 4.0 
B〔優〕ポイント 3.0 
C〔良〕ポイント 2.0 
D〔可〕ポイント 1.0 
F〔不可〕ポイント 0 

≦50%Rmax 
 
 
 

>50%Rmax 

≧70% 
≧55% 
≧40% 
≧20% 
＜20% <15% ＜0.40 >0.30 

シンボル総合グレード（等級）変換表 

3.5≦ A <=4.0 
2.5≦ B ＜3.5 
1.5≦ C ＜2.5 
0.5≦ D ＜1.5 

 F ＜0.5 
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